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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成27年度～
平成29年度

会計 款 項 目

一般会
計

商工業
費

商工費 商工振興費

説明事業

中心市街地等商店街活性化促進事業費

戦略項目

担当名:担当名:商業担当

なし 12　　　日本一の共助県づくり

030104　サービス産業の振興

予算額

決定額 17,17717,177

前年額

17,17717,177 17,17717,177

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

黒おび商店街応援事業

１　事業の概要

　黒おび商店街認定後も引き続き活動が継続できる仕組

みを整えるとともに、活発な商店街にステップアップす

るきっかけとする。また、現在91商店街を黒おび商店街

に認定しているが、200商店街まで拡大することを目標

とする。

（１）ＰＲの強化　　　　　　　　　　 　1,154千円

（２）「黒おび商店街」への補助金創設　 5,000千円

  　　　　　　　　　　　　　　　　  　11,023千円

２　事業主体及び負担区分

（１）、（２）、（３）(県10/10)

（２）のうち黒おび商店街補助金(県1/2)商店街等1/2

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.2人＝20,900千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　ＰＲの強化　                                                                              1,154千円
　　　　黒おび商店街同士の情報交換や黒おび商店街支援事業創設と更新制（期限5年間）の導入等の周知などを行うた
      め、各地域振興センターで交流会を開催するとともに黒おび商店街と新規黒おび商店街を一堂に集め、黒おび商
      店街サミットを実施する。また、黒おび商店街のＰＲのため、会員ステッカーを作成する。
　　イ　「黒おび商店街」への補助金創設　                                                          5,000千円
　　　　「黒おび商店街」の収益力に寄与する取組に対しての提案型補助制度を創設する（20商店街）。
　　ウ　黒おび商店街診断カルテの作成及びフォローアップ　                                         11,023千円
　　　　黒おび商店街の現状、問題点、改善方法等を記載した診断カルテを作成（200商店街）。さらに、そのカルテに
　　　基づいて県、市町村、商工団体、専門家等による支援をその役割に応じてオーダーメイドで実施する。

（２）事業計画
　　ア　平成27年度
　　　（ｱ）黒おび商店街交流会の開催、ステッカーの作成、黒おび商店街サミットの開催
　　　（ｲ）黒おび商店街補助金の募集、審査会による選定、事業実施

　　イ　平成28～29年度

　　　診断カルテに基づく支援については、県、市町村、商工団体などと連携して支援する。

　　　（ｳ）診断カルテの作成、商店街パワーアップチームの結成、専門家の派遣

　　　（ｱ）黒おび商店街交流会及び黒おび商店街サミットの開催など
　　　（ｲ）黒おび商店街補助金を活用した支援
　　　（ｳ）診断カルテに基づくフォローアップ

（３）事業効果
　　　活発な商店街である黒おび商店街を県内に増やすことにより、地域商業全体が活性化する。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況

(単位：千円)

（３）診断カルテの作成及びフォローアップ

分野施策


